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x 量の商品 a＝y 量の商品 b




























































商品 a の占有者 A にとって，余剰であり「他人のための使用価値」である商品 a の保有量から
交換に出す x 量が大きくなるほど，手持ちの量は減少していく。そのため，x 量が増えるほど，保
有量は底をついていき，その稀少性は高まっていくことにより，犠牲として出すときの限界不効用
は逓増していく。他方，商品 a の占有者 A にとって，「自分のための使用価値」である商品 bの取
得量が増えるほど，限界効用は逓減していく８）。
図表３―１は，商品 a の占有者 A の主観内部での使用価値の限界１単位増分から得られる限界効用
の変化を表したものである。これも需要・供給曲線と似ているが，もちろん別のものである。商品
a の占有者 A にとって，商品 a を「他人のための使用価値」として差し出す数量 x が増えるほど，
手持ちの余剰が減少するため，その限界効用は逓増していく。それに対して，商品 b を「自分の
ための使用価値」として取得する数量 y が増えるほど，その限界効用は逓減していく。そこで，商
品 a の占有者 A は，みずからの主観の内部においては，双方の限界効用が均等になる点，商品 a：
x＊，商品 b：y＊をもって妥当な交換比率と考えることになる。


























となるところで，商品 a の占有者 A は，x 量の商品 a＝y 量の商品 b の交換比率を決めるであろう９）。
第２項 交換比率と限界効用比









ところで，主観内部の均衡において商品 a の交換数量は x＊，商品 b の交換数量は y＊なので，
x＊量の商品 aの限界効用＝y＊量の商品 b の限界効用
a・x*の限界効用＝b・y＊の限界効用















商品 a の占有者 A の主観的過程において，商品 a と商品 b はまったく異なる使用価値をもって
いるがゆえに，交換が求められる。しかし，A にとって商品 a を手放すことで失う限界効用と，
商品 b を取得することで得られる限界効用が均等になるところで，x＊：y＊の交換比率は決まる。こ
のようにして決まった交換比率においては，左辺と右辺が等号で結ばれる。すると，さしあたり，













もちろん，ここでいう限界効用とは，あくまでも商品 a の占有者 A が主観の内部において，商
品 a と商品 b を比較する際の評価基準によって測られているものにすぎず，客観的な可測性をも
つものではない。そのような主観的な限界効用によって，商品 a の占有者 A にとっての商品 a と
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